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まめ知識 まめ知識

質
問　

飼
い
主
の
い
な
い
猫
特
別

対
策
事
業
を
新
た
に
開
始
す
る
経

緯
と
事
業
内
容
は
。

答
弁　
こ
れ
ま
で
も
猫
の
適
正
飼

養
と
飼
い
主
の
い
な
い
猫
に
起
因

す
る
ふ
ん
尿
等
の
被
害
を
防
止
し
、

良
好
な
生
活
環
境
を
保
持
す
る
こ

と
を
目
的
に
対
策
し
て
き
た
が
、

年
間
９
０
０
件
ほ
ど
の
苦
情
が
寄

せ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
野
良
猫
対

策
の
事
業
を
新
設
す
る
。

　
こ
の
事
業
で
は
、
区
長
や
環
境

保
健
委
員
を
中
心
と
し
た
町
内
会

等
に
加
え
て
、
本
市
に
登
録
の
あ

る
動
物
愛
護
団
体
が
責
任
を
持
っ

て
行
う
野
良
猫
の
不
妊
・
去
勢
手

術
費
に
費
用
の
持
ち
出
し
が
発
生

し
な
い
よ
う
、
１
頭
２
万
円
ま
で
、

年
度
内
に
１
団
体
20
頭
ま
で
を
支

援
す
る
。
併
せ
て
、
手
術
を
行
っ

た
野
良
猫
の
餌
や
り
や
ふ
ん
尿
等

の
処
理
を
行
う
活
動
に
対
し
、
飼

養
料
を
１
頭
１
万
円
、
年
度
内
に

１
団
体
20
頭
ま
で
支
援
す
る
も
の

と
し
、
年
間
事
業
費
と
し
て
８
団

体
分
の
予
算
を
計
上
し
た
。

質
問　

八
幡
霊
園
に
お
い
て
個
別

収
蔵
施
設
や
合
同
埋
葬
施
設
を
整

備
す
る
考
え
は
。

答
弁　
八
幡
霊
園
で
は
、
独
立
し

た
区
画
を
家
単
位
で
継
承
し
て
い

く
一
般
墓
を
貸
し
付
け
て
い
る
が
、

近
年
は
埋
葬
方
法
の
多
様
化
に
よ

っ
て
墓
地
に
対
す
る
考
え
方
も
変

化
し
て
き
て
い
る
。
今
後
も
さ
ま

ざ
ま
な
形
態
の
墓
地
の
事
例
収
集

を
進
め
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
多
様
な
埋
葬
方
法
に

つ
い
て
研
究
し
て
い
き
た
い
。

質
問　
高
崎
観
光
協
会
と
は
別
に

榛
名
観
光
協
会
が
あ
る
が
、
合
併

し
て
オ
ー
ル
高
崎
の
観
光
振
興
施

策
を
打
ち
出
す
考
え
は
。

答
弁　
平
成
の
合
併
の
際
、
観
光

協
会
も
合
併
す
る
議
論
が
行
わ
れ

た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
が
あ
り
、

無
理
に
一
つ
に
し
な
い
で
い
こ
う

と
い
う
結
論
に
な
っ
た
と
承
知
し

て
い
る
。
市
全
体
の
観
光
振
興
施

策
を
推
進
す
る
場
合
に
は
、
高
崎

観
光
協
会
が
全
体
を
包
括
し
て
進

め
て
い
く
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

質
問　

中
央
公
民
館
が
現
在
地
で

の
建
て
替
え
で
は
な
く
、
高
崎
駅

東
口
再
開
発
ビ
ル
内
に
移
転
す
る

こ
と
と
な
っ
た
経
緯
は
。

答
弁　
現
在
地
で
の
建
て
替
え
は

費
用
を
市
単
独
で
賄
う
こ
と
に
な

る
が
、
当
該
再
開
発
事
業
の
よ
う

に
複
数
の
公
益
施
設
を
集
約
し
て

合
築
す
る
場
合
な
ど
は
国
の
支
援

制
度
が
活
用
で
き
る
。
ま
た
利
便

性
の
面
か
ら
も
、
他
の
公
益
施
設

と
共
に
公
共
交
通
や
徒
歩
で
ア
ク

セ
ス
し
や
す
い
場
所
に
整
備
す
る

こ
と
が
有
益
だ
と
判
断
し
た
。

質
問　

近
隣
に
子
育
て
な
ん
で
も

セ
ン
タ
ー
が
あ
る
状
況
で
、
な
ぜ

連
雀
町
の
複
合
ビ
ル
内
に
託
児
施

設
を
整
備
す
る
の
か
。

答
弁　
当
該
ビ
ル
整
備
事
業
の
施

行
者
か
ら
、
公
益
施
設
を
整
備
し

た
複
合
ビ
ル
と
す
る
事
業
計
画
の

提
案
が
あ
り
、
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設

等
に
よ
り
中
心
市
街
地
の
人
口
が

増
加
し
て
い
る
こ
と
や
、
子
育
て

世
帯
の
需
要
等
も
考
慮
し
、
託
児

施
設
を
整
備
す
る
方
針
と
し
た
。

質
問　

小
・
中
学
校
の
校
内
お
よ

び
登
下
校
時
の
不
審
者
対
策
は
。

答
弁　
学
校
へ
の
不
審
者
侵
入
防

止
の
た
め
、
監
視
カ
メ
ラ
も
活
用

し
て
校
門
や
玄
関
付
近
の
様
子
に

注
意
を
払
う
と
と
も
に
、
不
審
者

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
く
初
動

態
勢
の
確
認
な
ど
、
安
全
対
策
の

徹
底
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
登
下

校
時
に
は
、
警
察
や
交
通
指
導
員
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
等
と
連
携
し
て
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
る
。

質
問　

学
校
に
お
け
る
自
然
災
害

対
策
と
、
防
災
教
育
の
状
況
は
。

答
弁　
各
学
校
で
は
、
防
災
計
画

に
基
づ
い
て
自
然
災
害
や
火
災
等

を
想
定
し
、
消
防
署
等
の
関
係
機

関
と
連
携
し
た
防
災
教
育
の
ほ
か
、

保
護
者
と
連
携
し
た
引
き
渡
し
訓

練
や
自
主
防
災
組
織
と
の
訓
練
な

ど
、
実
態
に
応
じ
た
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
子
ど
も
た

ち
が
自
分
の
命
を
自
分
で
守
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
特
別
活
動
等

で
防
災
に
関
す
る
指
導
を
行
い
、

防
災
意
識
を
高
め
て
い
る
。

質
問　

無
料
の
お
と
し
よ
り
ぐ
る

り
ん
タ
ク
シ
ー
を
利
用
で
き
る
人

と
で
き
な
い
人
の
格
差
に
つ
い
て
、

本
市
の
考
え
は
。
ま
た
バ
ス
と
の

連
携
利
用
が
し
や
す
く
な
る
よ
う

な
ル
ー
ト
図
を
作
成
で
き
な
い
か
。

答
弁　
本
事
業
は
、
既
存
の
公
共

交
通
機
関
が
十
分
で
な
い
地
域
で

の
高
齢
者
等
の
足
の
確
保
と
い
う

観
点
で
ル
ー
ト
設
定
し
て
お
り
、

今
後
も
ル
ー
ト
の
見
直
し
や
新
設

に
つ
い
て
地
域
の
要
望
な
ど
を
考

慮
し
て
検
討
す
る
。
新
た
な
ル
ー

ト
図
に
つ
い
て
は
、
よ
り
利
便
性

の
高
い
表
示
形
式
を
研
究
し
た
い
。

質
問　

協
議
体
の
第
２
層
生
活
支

援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
と

拠
点
整
備
を
行
う
考
え
は
。

答
弁　
本
市
と
し
て
は
第
２
層
協

議
体
の
住
民
メ
ン
バ
ー
の
中
か
ら

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
育
つ
こ
と

が
理
想
と
考
え
て
お
り
、
配
置
に

向
け
て
引
き
続
き
関
係
者
に
説
明

を
行
い
た
い
。
拠
点
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
既
存
施
設
の
利
活
用
も

含
め
、
在
り
方
を
研
究
し
た
い
。

質
問　

都
市
公
園
の
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
化
の
進
捗
状
況
と
、

公
園
ト
イ
レ
の
整
備
状
況
は
。

答
弁　
公
園
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
化
は
平
成
14
年
度
か
ら
工

事
を
進
め
、
令
和
５
年
度
末
現
在

で
32
カ
所
を
整
備
し
た
。
引
き
続

き
出
入
り
口
の
段
差
解
消
な
ど
の

整
備
を
進
め
て
い
く
。
ま
た
、
公

園
ト
イ
レ
は
、
ま
ち
な
か
小
さ
な

公
園
美
化
大
作
戦
５
カ
年
計
画
に

よ
り
、
老
朽
化
し
た
ト
イ
レ
95
カ

所
の
う
ち
26
カ
所
を
洋
式
化
し
た
。

質
問　

本
市
が
取
り
組
ん
で
い
る

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
の
内
容
は
。

答
弁　
本
市
で
は
年
に
２
回
リ
サ

イ
ク
ル
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
粗

大
ご
み
の
リ
ユ
ー
ス
事
業
や
、
古

着
・
古
本
、
使
用
済
み
小
型
家
電

の
無
料
回
収
、
廃
タ
イ
ヤ
等
の
有

料
回
収
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
令
和
５
年
度
か
ら
は
、
最
終

処
分
場
で
埋
め
立
て
処
理
が
必
要

な
素
焼
き
の
植
木
鉢
な
ど
の
交
換

会
を
実
施
し
、
再
利
用
に
よ
る
ご

み
の
減
量
化
を
図
っ
て
い
る
。

質
問　

堤
ヶ
岡
飛
行
場
跡
地
の
活

用
に
向
け
た
農
林
調
整
の
内
容
は
。

答
弁　
農
林
調
整
で
は
、
開
発
の

前
提
と
な
る
市
街
化
区
域
へ
の
編

入
に
向
け
、
ま
ち
づ
く
り
の
必
要

性
、
規
模
や
候
補
地
の
妥
当
性
、

農
地
へ
の
影
響
な
ど
の
資
料
を
基

に
、
県
や
国
と
協
議
を
行
っ
て
い

く
。
協
議
が
順
調
に
進
む
と
、
令

和
７
年
度
中
に
開
発
の
担
保
と
な

る
特
定
保
留
区
域
と
し
て
位
置
付

け
ら
れ
、
さ
ら
に
詳
細
な
協
議
や

手
続
き
を
経
て
、
９
年
度
中
の
市

街
化
区
域
編
入
を
目
指
し
て
い
る
。

質
問　

堤
ヶ
岡
飛
行
場
跡
地
の
活

用
で
目
指
す
ま
ち
づ
く
り
は
。

答
弁　
飛
行
場
跡
地
の
活
用
に
つ

い
て
は
、
令
和
５
年
３
月
に
県
知

事
と
の
合
同
記
者
会
見
で
公
表
し

た
「
先
端
情
報
技
術
を
有
す
る
企

業
等
が
集
積
す
る
地
域
」「
Ｄ
Ｘ

を
活
用
し
た
地
域
」「
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
な
地
域
」
と
い
う
コ
ン
セ

プ
ト
を
基
本
と
し
、
こ
の
方
針
に

沿
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
行
い
た
い
。

質
問　

災
害
時
の
飲
料
水
や
生
活

用
水
の
確
保
が
重
要
と
考
え
る
が
、

避
難
所
等
に
防
災
井
戸
を
設
置
し
、

地
下
水
を
有
効
利
用
す
る
考
え
は
。

答
弁　
災
害
時
に
は
指
定
避
難
所

や
防
災
セ
ン
タ
ー
に
備
蓄
し
て
い

る
保
存
水
の
ほ
か
、
市
内
11
カ
所

に
設
置
し
て
い
る
耐
震
性
貯
水
槽

に
よ
り
、
飲
料
水
や
生
活
用
水
を

確
保
す
る
。
防
災
井
戸
に
つ
い
て

は
、
地
下
水
の
水
位
や
水
質
な
ど

の
課
題
も
あ
る
た
め
、
今
後
慎
重

に
研
究
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

学
校
に
お
け
る
パ
ワ
ー
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
は
。

答
弁　
全
国
で
起
こ
っ
た
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
事
案
を
各
学
校
に
送
付
し

て
注
意
喚
起
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、

校
園
長
会
議
で
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の

未
然
防
止
等
に
つ
い
て
繰
り
返
し

指
示
し
て
い
る
。
ま
た
部
活
動
で

は
、
国
や
県
の
方
針
に
基
づ
き
、

体
罰
や
威
圧
的
言
動
等
の
根
絶
に

向
け
た
対
策
を
各
競
技
部
で
作
成

し
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
重
大
性
に

対
す
る
意
識
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

丸ま
る
や
ま山 　

覚
さ
と
る

（
公
明
党
）

荒あ
ら
き木 

征せ
い
じ二

（
た
か
さ
き
未
来
）

三み
し
ま島 

久く

み

こ
美
子

（
た
か
さ
き
未
来
）

谷た
に
が
わ川 

留る
み
こ

美
子

（
無
所
属
）

渡わ
た
な
べ辺 

幹か
ん
じ治

（
新
風
会
）

中な
か
じ
ま島 

輝て
る
お男

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

後ご
か
ん閑 

賢け
ん
じ二

（
新
風
会
）

堀ほ
り
ぐ
ち口 　

順
す
な
お

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

猫

の

適

正

飼

養

多
死
社
会
に
向
け
た
取
り
組
み

　

榛

名

湖

畔

の

観

光

高
崎
駅
東
口
栄
町
地
区
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業

　
中
心
市
街
地
の
活
性
化

公
共
交
通
機
関
の
連
携
利
用

　
お
互
い
さ
ま
で
支
え
合
う
地
域
づ
く
り

児
童
・
生
徒
に
対
す
る

安
全
教
育
と
対
策

都

市

公

園

ゴ

ミ

の

減

量

化

堤
ヶ
岡
飛
行
場
跡
地
の
有
効
活
用
へ
の

取
り
組
み
と
今
後
の
進
め
方

防

災

対

策

ハ

ラ

ス

メ

ン

ト

対

応

●ユニバーサルデザイン 年齢、性別、文化、身体の状況など、さまざまな個性や違いにかかわらず、多くの人が利用
可能なデザイン。

●生活支援コーディネーター
高齢者の生活支援を行いながら、介護サービスの円滑な利用を促すため、地域の中で
関連機関と調整を行う職種。本市では第１層生活支援コーディネーターを３人配置し
ている。


